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(57)【要約】
【課題】本発明は、均一な輝度の映像を表示することが
できる画素、これを含む有機電界発光表示装置およびそ
の駆動方法に関するものである。
【解決手段】本発明の実施形態にかかる画素は、有機発
光ダイオードと、第１電源と第１ノードとの間に接続さ
れたストレージキャパシタと、前記第１ノードに印加さ
れる電圧の大きさに応答して、前記第１電源から前記有
機発光ダイオードを介して第２電源に流れる電流の大き
さを制御する第１トランジスタと、データ線と前記第１
トランジスタの第１電極との間に接続され、制御線を介
して制御信号が供給される時にターンオンされる第２ト
ランジスタと、前記第１ノードと前記第１トランジスタ
の第２電極との間に接続され、第ｎ（ｎは自然数）走査
線を介して走査信号が供給される時にターンオンされる
第３トランジスタと、初期電源と前記第１ノードとの間
に接続され、第（ｎ－１）走査線を介して前記走査信号
が供給される時にターンオンされる第４トランジスタと
を含む。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
 有機発光ダイオードと、
 第１電源と第１ノードとの間に接続されたストレージキャパシタと、
 前記第１ノードに印加される電圧の大きさに応答して、前記第１電源から前記有機発光
ダイオードを介して第２電源に流れる電流の大きさを制御する第１トランジスタと、
 データ線と前記第１トランジスタの第１電極との間に接続され、制御線を介して制御信
号が供給される時にターンオンされる第２トランジスタと、
 前記第１ノードと前記第１トランジスタの第２電極との間に接続され、第ｎ（ｎは自然
数）走査線を介して走査信号が供給される時にターンオンされる第３トランジスタと、
 初期電源と前記第１ノードとの間に接続され、第（ｎ－１）走査線を介して前記走査信
号が供給される時にターンオンされる第４トランジスタとを含むことを特徴とする画素。
【請求項２】
 前記第１電源と前記第１トランジスタの前記第１電極との間に接続され、発光制御線を
介して発光制御信号が供給される時にターンオンされる第５トランジスタと、
 前記第１トランジスタの前記第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間
に接続され、前記第５トランジスタと同時にターンオンされる第６トランジスタとをさら
に含むことを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
 前記第ｎ走査線と前記第１ノードとの間に接続されたブースティングキャパシタをさら
に含むことを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項４】
 前記第３トランジスタおよび前記第４トランジスタのそれぞれは、デュアルゲートトラ
ンジスタであることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項５】
 前記走査信号は、前記発光制御信号が供給されず、前記制御信号が供給されている間、
前記第（ｎ－１）走査線と前記第ｎ走査線を介して順次に供給されることを特徴とする請
求項２に記載の画素。
【請求項６】
 走査線、発光制御線、制御線、およびデータ線の交差部ごとに配置される画素を含む画
素部と、
 前記走査線に走査信号を順次に供給し、前記発光制御線に発光制御信号を順次に供給し
、前記制御線に制御信号を順次に供給する走査駆動部と、
 前記データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部とを含み、
 前記画素のうち、ｎ（ｎは自然数）番目の水平ラインに配置される画素のそれぞれは、
 有機発光ダイオードと、
 第１電源と第１ノードとの間に接続されたストレージキャパシタと、
 前記第１ノードに印加される電圧の大きさに応答して、前記第１電源から前記有機発光
ダイオードを介して第２電源に流れる電流の大きさを制御する第１トランジスタと、
 前記データ線のうちのいずれか１つと前記第１トランジスタの第１電極との間に接続さ
れ、第ｎ制御線を介して制御信号が供給される時にターンオンされる第２トランジスタと
、
 前記第１ノードと前記第１トランジスタの第２電極との間に接続され、第ｎ走査線を介
して走査信号が供給される時にターンオンされる第３トランジスタと、
 初期電源と前記第１ノードとの間に接続され、第（ｎ－１）走査線を介して前記走査信
号が供給される時にターンオンされる第４トランジスタとを含むことを特徴とする有機電
界発光表示装置。
【請求項７】
 前記画素のそれぞれは、
 前記第１電源と前記第１トランジスタの前記第１電極との間に接続され、発光制御線を
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介して発光制御信号が供給される時にターンオンされる第５トランジスタと、
 前記第１トランジスタの前記第２電極と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間
に接続され、前記第５トランジスタと同時にターンオンされる第６トランジスタとをさら
に含むことを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
 前記画素のそれぞれは、
 前記第ｎ走査線と前記第１ノードとの間に接続されたブースティングキャパシタをさら
に含むことを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
 前記第３トランジスタおよび前記第４トランジスタのそれぞれは、デュアルゲートトラ
ンジスタであることを特徴とする請求項６に記載の画素。
【請求項１０】
 前記走査駆動部は、第ｎ発光制御線に前記発光制御信号を供給しない間、第ｎ制御線に
前記制御信号を供給することを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
 前記走査駆動部は、前記第ｎ制御線に前記制御信号を供給している間、前記第（ｎ－１
）走査線と前記第ｎ走査線に前記走査信号を順次に供給することを特徴とする請求項１０
に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
 第ｎ（ｎは自然数）番目の水平ラインに配置された画素の駆動方法において、
 １水平期間中の第１期間の間、第（ｎ－１）番目の水平ラインに配置された画素に書き
込まれる第１データ信号を用いて駆動トランジスタを初期化するステップと、
 前記１水平期間中の第２期間の間、第ｎ番目の水平ラインに配置された画素に書き込ま
れる第２データ信号をストレージキャパシタに書き込むステップとを含むことを特徴とす
る画素の駆動方法。
【請求項１３】
 前記初期化するステップは、
 前記第１期間の間、前記第１データ信号を前記駆動トランジスタの第１電極に印加する
ステップと、
 前記第１期間中の第３期間の間、前記駆動トランジスタのゲート電極に初期電源を印加
するステップとを含むことを特徴とする請求項１２に記載の画素の駆動方法。
【請求項１４】
 前記書き込むステップは、
 前記第２期間の間、前記第２データ信号を前記駆動トランジスタの前記第１電極に印加
するステップと、
 前記第２期間中の第４期間の間、前記ストレージキャパシタに前記第２データ信号に対
応する大きさの電圧を充電するステップとを含むことを特徴とする請求項１３に記載の画
素の駆動方法。
【請求項１５】
 前記１水平期間の後、前記ストレージキャパシタに充電された電圧の大きさに対応する
大きさの電流を有機発光ダイオードに供給するステップをさらに含むことを特徴とする請
求項１４に記載の画素の駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 本発明は、有機電界発光表示装置に関するものであって、特に、均一な輝度の映像を表
示することができる画素、これを含む有機電界発光表示装置およびその駆動方法に関する
ものである。
【背景技術】
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【０００２】
 最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の欠点である重量と体積を減ら
すことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）および有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などがある。
【０００３】
 平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示する。かかる有機電界発光表示装置は、速い
応答速度を有すると同時に、低消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
 従来の有機電界発光表示装置は、データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、走
査線に走査信号を順次に供給する走査駆動部と、前記データ線と前記走査線との交差部ご
とに配置される画素を含む画素部と、前記データ駆動部および前記走査駆動部の動作を制
御するタイミングコントローラとを含む。
【０００５】
 画素は、走査線を介して走査信号が供給される時、データ線を介して供給されるデータ
信号に対応する大きさの電圧を、前記画素のそれぞれに含まれたストレージキャパシタに
充電し、充電された電圧の大きさに対応する大きさの電流を有機発光ダイオードに供給す
ることにより、前記データ信号に対応する輝度の光を発光する。
【０００６】
 従来の画素では、前フレーム期間に印加される電圧によって駆動トランジスタのしきい
電圧がシフト（ｓｈｉｆｔ）される。これにより、ストレージキャパシタに前フレーム期
間に高い電圧が充電され、現フレーム期間に低い電圧が充電されなければならない時、例
えば、前フレーム期間にブラック階調を実現した後、現フレーム期間にホワイト階調を実
現しなければならない時、ストレージキャパシタが所望の電圧に充電されないことがある
。すなわち、現フレーム期間に表示される階調が前フレーム期間に表示された階調に影響
されることにより、画素が均一でない輝度の映像を表示する。これにより、画素部によっ
てディスプレイされるイメージに残像が発生することがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
 本発明が解決しようとする技術的課題は、均一な輝度の映像を表示することができる画
素、これを含む有機電界発光表示装置およびその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
 本発明の実施形態にかかる画素は、有機発光ダイオードと、第１電源と第１ノードとの
間に接続されたストレージキャパシタと、前記第１ノードに印加される電圧の大きさに応
答して、前記第１電源から前記有機発光ダイオードを介して第２電源に流れる電流の大き
さを制御する第１トランジスタと、データ線と前記第１トランジスタの第１電極との間に
接続され、制御線を介して制御信号が供給される時にターンオンされる第２トランジスタ
と、前記第１ノードと前記第１トランジスタの第２電極との間に接続され、第ｎ（ｎは自
然数）走査線を介して走査信号が供給される時にターンオンされる第３トランジスタと、
初期電源と前記第１ノードとの間に接続され、第（ｎ－１）走査線を介して前記走査信号
が供給される時にターンオンされる第４トランジスタとを含む。
【０００９】
 実施形態により、前記画素は、前記第１電源と前記第１トランジスタの前記第１電極と
の間に接続され、発光制御線を介して発光制御信号が供給される時にターンオンされる第
５トランジスタと、前記第１トランジスタの前記第２電極と前記有機発光ダイオードのア
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ノード電極との間に接続され、前記第５トランジスタと同時にターンオンされる第６トラ
ンジスタとをさらに含むことができる。
【００１０】
 実施形態により、前記画素は、前記第ｎ走査線と前記第１ノードとの間に接続されたブ
ースティングキャパシタをさらに含むことができる。
【００１１】
 実施形態により、前記第３トランジスタおよび前記第４トランジスタのそれぞれは、デ
ュアルゲートトランジスタであり得る。
【００１２】
 実施形態により、前記走査信号は、前記発光制御信号が供給されず、前記制御信号が供
給されている間、前記第（ｎ－１）走査線と前記第ｎ走査線を介して順次に供給できる。
【００１３】
 本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置は、走査線、発光制御線、制御線、お
よびデータ線の交差部ごとに配置される画素を含む画素部と、前記走査線に走査信号を順
次に供給し、前記発光制御線に発光制御信号を順次に供給し、前記制御線に制御信号を順
次に供給する走査駆動部と、前記データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部とを含み
、前記画素のうち、ｎ（ｎは自然数）番目の水平ラインに配置される画素のそれぞれは、
有機発光ダイオードと、第１電源と第１ノードとの間に接続されたストレージキャパシタ
と、前記第１ノードに印加される電圧の大きさに応答して、前記第１電源から前記有機発
光ダイオードを介して第２電源に流れる電流の大きさを制御する第１トランジスタと、前
記データ線のうちのいずれか１つと前記第１トランジスタの第１電極との間に接続され、
第ｎ制御線を介して制御信号が供給される時にターンオンされる第２トランジスタと、前
記第１ノードと前記第１トランジスタの第２電極との間に接続され、第ｎ走査線を介して
走査信号が供給される時にターンオンされる第３トランジスタと、初期電源と前記第１ノ
ードとの間に接続され、第（ｎ－１）走査線を介して前記走査信号が供給される時にター
ンオンされる第４トランジスタとを含む。
【００１４】
 実施形態により、前記画素のそれぞれは、前記第１電源と前記第１トランジスタの前記
第１電極との間に接続され、発光制御線を介して発光制御信号が供給される時にターンオ
ンされる第５トランジスタと、前記第１トランジスタの前記第２電極と前記有機発光ダイ
オードのアノード電極との間に接続され、前記第５トランジスタと同時にターンオンされ
る第６トランジスタとをさらに含むことができる。
【００１５】
 実施形態により、前記画素のそれぞれは、前記第ｎ走査線と前記第１ノードとの間に接
続されたブースティングキャパシタをさらに含むことができる。
【００１６】
 実施形態により、前記第３トランジスタおよび前記第４トランジスタのそれぞれは、デ
ュアルゲートトランジスタであり得る。
【００１７】
 実施形態により、前記走査駆動部は、第ｎ発光制御線に前記発光制御信号を供給しない
間、第ｎ制御線に前記制御信号を供給することができる。
【００１８】
 実施形態により、前記走査駆動部は、前記第ｎ制御線に前記制御信号を供給している間
、前記第（ｎ－１）走査線と前記第ｎ走査線に前記走査信号を順次に供給することができ
る。
【００１９】
 本発明の実施形態にかかる画素の駆動方法は、１水平期間中の第１期間の間、第（ｎ－
１）番目の水平ラインに配置された画素に書き込まれる第１データ信号を用いて駆動トラ
ンジスタを初期化するステップと、前記１水平期間中の第２期間の間、第ｎ番目の水平ラ
インに配置された画素に書き込まれる第２データ信号をストレージキャパシタに書き込む
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ステップとを含む。
【００２０】
 実施形態により、前記初期化するステップは、前記第１期間の間、前記第１データ信号
を前記駆動トランジスタの第１電極に印加するステップと、前記第１期間中の第３期間の
間、前記駆動トランジスタのゲート電極に初期電源を印加するステップとを含むことがで
きる。
【００２１】
 実施形態により、前記書き込むステップは、前記第２期間の間、前記第２データ信号を
前記駆動トランジスタの前記第１電極に印加するステップと、前記第２期間中の第４期間
の間、前記ストレージキャパシタに前記第２データ信号に対応する大きさの電圧を充電す
るステップとを含むことができる。
【００２２】
 実施形態により、前記駆動方法は、前記１水平期間の後、前記ストレージキャパシタに
充電された電圧の大きさに対応する大きさの電流を有機発光ダイオードに供給するステッ
プをさらに含むことができる。
【発明の効果】
【００２３】
 本発明の実施形態にかかる画素、これを含む有機電界発光表示装置およびその駆動方法
は、均一な輝度の映像を表示できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示された画素を示す回路図である。
【図３】本発明の実施形態にかかる画素の駆動方法を説明するための波形図である。
【図４】図２に示された画素に対するシミュレーションの結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
 以下、添付した図面を参照して、本発明の実施形態をより詳細に説明する。
【００２６】
　図１は、本発明の実施形態にかかる有機電界発光表示装置を示す図であり、図２は、図
１に示された画素を示す回路図であり、図３は、本発明の実施形態にかかる画素の駆動方
法を説明するための波形図である。図２では、説明の便宜のために、第ｎ番目の水平ライ
ンに配置された画素１５０を示した。
【００２７】
 図１ないし図３を参照すれば、有機電界発光表示装置１００は、タイミングコントロー
ラ１１０と、走査駆動部１２０と、データ駆動部１３０と、画素部１４０とを含む。
【００２８】
 タイミングコントローラ１１０は、走査駆動部１２０およびデータ駆動部１３０の動作
を制御し、外部から供給されるデータを再整列してデータ駆動部１３０に供給する。
【００２９】
 具体的には、タイミングコントローラ１１０は、外部から供給される同期信号（図示せ
ず）に応答して走査駆動制御信号ＳＣＳを生成し、生成された走査駆動制御信号ＳＣＳを
走査駆動部１２０に出力する。また、タイミングコントローラ１１０は、前記同期信号に
応答してデータ駆動制御信号ＤＣＳを生成し、生成されたデータ駆動制御信号ＤＣＳを、
再整列されたデータと共にデータ駆動部１３０に出力する。
【００３０】
 走査駆動部１２０は、タイミングコントローラ１１０から出力された走査駆動制御信号
ＳＣＳに応答して、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次に出力し、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ
に発光制御信号を順次に出力し、制御線ＣＬ１～ＣＬｎに制御信号を順次に出力する。
【００３１】



(7) JP 2014-146017 A 2014.8.14

10

20

30

40

50

 互いに隣接する水平ラインに供給される発光制御信号は、一定期間互いに重畳する。例
えば、第ｎ（ｎは自然数）発光制御線Ｅｎに出力される第ｎ発光制御信号と、第（ｎ－１
）発光制御線に出力される第（ｎ－１）発光制御信号とは一定期間互いに重畳する。
【００３２】
　また、互いに隣接する水平ラインに供給される制御信号は一定期間互いに重畳する。例
えば、第ｎ制御線ＣＬｎに出力される第ｎ制御信号と、第（ｎ－１）制御線ＣＬｎ－１に
出力される第（ｎ－１）制御信号とは一定期間互いに重畳する。
【００３３】
 データ駆動部１３０は、タイミングコントローラ１１０から出力されたデータ駆動制御
信号ＤＣＳに応答して、データ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を出力する。データ駆動部１３
０は、第１期間Ｐ１の間、第（ｎ－１）番目の水平ラインに配置された画素に供給される
第１データ信号ＤＡＴＡ１を出力し、第２期間Ｐ２の間、第ｎ番目の水平ラインに配置さ
れた画素に供給される第２データ信号ＤＡＴＡ２を出力する。
【００３４】
 画素部１４０は、走査線Ｓ１～Ｓｎとデータ線Ｄ１～Ｄｍとの交差部ごとに配置された
画素１５０を含む。
【００３５】
 画素１５０は、第１期間Ｐ１の間、データ線Ｄ１～Ｄｍを介して供給される第１データ
信号ＤＡＴＡ１を用いて画素１５０のそれぞれに含まれた駆動トランジスタを初期化し、
第２期間Ｐ２の間、データ線Ｄ１～Ｄｍを介して供給される第２データ信号ＤＡＴＡ２を
画素１５０のそれぞれに含まれたストレージキャパシタに書き込む。
【００３６】
 画素１５０は、有機発光ダイオードＯＬＥＤと、画素回路１５１とを含む。
【００３７】
 有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路１５１と第２電源ＥＬＶＳＳとの間に接続さ
れる。第２電源ＥＬＶＳＳは、第１電源ＥＬＶＤＤより低い電圧、例えば、基底電圧に設
定される。有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路１５１から供給される電流の大きさ
に対応する輝度を有する光を生成する。
【００３８】
 画素回路１５１は、第１電源ＥＬＶＤＤ、初期化電源Ｖｉｎｔ、データ線Ｄｍ、走査線
Ｓｎ－１およびＳｎ、第ｎ発光制御線Ｅｎ、第ｎ制御線ＣＬｎおよび有機発光ダイオード
ＯＬＥＤの間に接続され、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを介して
第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流を制御する。
【００３９】
 具体的には、画素回路１５１は、１水平期間１Ｈの間、第ｎ発光制御線Ｅｎを介して供
給される第ｎ発光制御信号に応答して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる電流を遮断
する。したがって、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、１水平期間１Ｈの間発光しない。
【００４０】
 画素回路１５１は、１水平期間１Ｈ中の第１期間Ｐ１の間、第ｎ制御線ＣＬｎを介して
供給される第ｎ制御信号と第（ｎ－１）走査線Ｓｎ－１を介して供給される第（ｎ－１）
走査信号に応答して、第１データ信号ＤＡＴＡ１を用いて駆動トランジスタ、例えば、第
１トランジスタＭ１を初期化する。
【００４１】
 また、画素回路１５１は、１水平期間１Ｈ中の第２期間Ｐ２の間、第ｎ制御線ＣＬｎを
介して供給される第ｎ制御信号と第ｎ走査線Ｓｎを介して供給される第ｎ走査信号に応答
して、第２データ信号ＤＡＴＡ２をストレージキャパシタＣｓｔに書き込む。
【００４２】
 画素回路１５１は、１水平期間１Ｈの後、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電
圧の大きさに対応する大きさの電流を有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。これによ
り、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第２データ信号ＤＡＴＡ２に対応する輝度の光を生
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成する。
【００４３】
 画素回路１５１は、トランジスタＭ１～Ｍ６と、キャパシタＣｓｔおよびＣｂとを含む
。図２では、説明の便宜のために、トランジスタＭ１～Ｍ６のそれぞれがｐ－タイプのト
ランジスタの場合を示したが、本発明の技術的思想はこれに限定されない。例えば、トラ
ンジスタＭ１～Ｍ６のそれぞれは、ｎ－タイプのトランジスタで実現され得る。トランジ
スタＭ１～Ｍ６のそれぞれがｎ－タイプのトランジスタの場合、図３に示された波形図の
極性は反転する。
【００４４】
 第１トランジスタＭ１の第１電極は第２ノードＮＤ２に接続され、第２電極は第３ノー
ドＮＤ３に接続され、ゲート電極は第１ノードＮＤ１に接続される。第１トランジスタＭ
１は、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを介して第２電源ＥＬＶＳＳ
に流れる電流の大きさを制御する。具体的には、第１トランジスタＭ１は、ストレージキ
ャパシタＣｓｔに充電された電圧の大きさに対応する大きさの電流を、第１電源ＥＬＶＤ
Ｄから有機発光ダイオードＯＬＥＤを介して第２電源ＥＬＶＳＳに流れるようにする。
【００４５】
 第２トランジスタＭ２の第１電極は第ｍデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第２ノー
ドＮＤ２に接続され、ゲート電極は第ｎ制御線ＣＬｎに接続される。第２トランジスタＭ
２は、第ｎ制御信号に応答して、第ｍデータ線Ｄｍを介して供給される第１データ信号Ｄ
ＡＴＡ１または第２データ信号ＤＡＴＡ２を第２ノードＮＤ２に供給する。
【００４６】
 第３トランジスタＭ３－１およびＭ３－２の第１電極は第１ノードＮＤ１に接続され、
第２電極は第３ノードＮＤ３に接続され、ゲート電極は第ｎ走査線Ｓｎに接続される。第
３トランジスタＭ３－１およびＭ３－２は、第ｎ走査信号に応答して、第１ノードＮＤ１
と第３ノードＮＤ３との間の接続を制御する。
【００４７】
 第４トランジスタＭ４－１およびＭ４－２の第１電極は初期電源Ｖｉｎｔに接続され、
第２電極は第１ノードＮＤ１に接続され、ゲート電極は第（ｎ－１）走査線Ｓｎ－１に接
続される。第４トランジスタＭ４－１およびＭ４－２は、第（ｎ－１）走査信号に応答し
て、初期電源Ｖｉｎｔと第１ノードＮＤ１との間の接続を制御する。
【００４８】
 図２では、第３トランジスタＭ３－１およびＭ３－２と第４トランジスタＭ４－１およ
びＭ４－２のそれぞれが、リーク電流（ｌｅａｋａｇｅ　ｃｕｒｒｅｎｔ）を防止するた
めに、デュアルゲートトランジスタ（ｄｕａｌ　ｇａｔｅ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）で実
現されるものとして示したが、本発明の技術的思想はこれに限定されない。
【００４９】
 第５トランジスタＭ５の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第２ノ
ードＮＤ２に接続され、ゲート電極は第ｎ発光制御線Ｅｎに接続される。第５トランジス
タＭ５は、第ｎ発光制御信号に応答して、第１電源ＥＬＶＤＤと第２ノードＮＤ２との間
の接続を制御する。
【００５０】
 第６トランジスタＭ６の第１電極は第３ノードＮＤ３に接続され、第２電極は有機発光
ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続され、ゲート電極は第ｎ発光制御線Ｅｎに接続
される。第６トランジスタＭ６は、第ｎ発光制御信号に応答して、第３ノードＮＤ３と有
機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極との間の接続を制御する。
【００５１】
 すなわち、第５トランジスタＭ５と第６トランジスタＭ６は、第ｎ発光制御信号に応答
して、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流を遮断する。したがって、前記発光
制御信号が供給されている間、有機発光ダイオードＯＬＥＤは発光しない。
【００５２】
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 ストレージキャパシタＣｓｔは、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮＤ１との間に接続
される。ストレージキャパシタＣｓｔは、第１データ信号ＤＡＴＡ１または第２データ信
号ＤＡＴＡ１と第１トランジスタＭ１のしきい電圧に対応する電圧を充電する。
【００５３】
 ブースティングキャパシタＣｂは、第ｎ走査線Ｓｎと第１ノードＮＤ１との間に接続さ
れる。ブースティングキャパシタＣｂは、第ｎ走査信号に応答して、第１ノードＮＤ１の
電圧を制御する。ブースティングキャパシタＣｂは、第１ノードＮＤ１の電圧を追加的に
上昇させるために用いられるものであって、設計過程で省略可能である。
【００５４】
 第ｎ発光制御線を介して供給される第ｎ発光制御信号は、１水平期間１Ｈの間供給され
ない。すなわち、第ｎ発光制御信号は、１水平期間１Ｈにハイレベルを維持する。第５ト
ランジスタＭ５と第６トランジスタＭ６が１水平期間にターンオフされることにより、第
１電源ＥＬＶＤＤと第２ノードＮＤ２および第３ノードＮＤ３と有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤのアノード電極が電気的に遮断される。
【００５５】
 第ｎ制御線ＣＬｎを介して供給される第ｎ制御信号は、１水平期間１Ｈ中の一定期間の
間供給される。第２トランジスタＭ２が第ｎ制御信号に応答してターンオンされることに
より、第１期間Ｐ１と第２期間Ｐ２を含む期間の間、第ｍデータ線Ｄｍと第２ノードＮＤ
２とは電気的に接続される。したがって、第１期間Ｐ１には第１データ信号ＤＡＴＡ１が
第２ノードＮＤ２に供給され、第２期間Ｐ２には第２データ信号ＤＡＴＡ２が第２ノード
ＮＤ２に供給される。
【００５６】
 第（ｎ－１）走査線Ｓｎ－１を介して供給される第（ｎ－１）走査信号は、第１期間Ｐ
１中の第３期間Ｐ３の間供給される。第４トランジスタＭ４－１およびＭ４－２が第（ｎ
－１）走査信号に応答してターンオンされることにより、第３期間Ｐ３の間、初期電源Ｖ
ｉｎｔと第１ノードＮＤ１とが電気的に接続される。この時、初期電源Ｖｉｎｔは、デー
タ信号、例えば、第１データ信号ＤＡＴＡ１または第２データ信号ＤＡＴＡ２より低い電
圧に設定される。
【００５７】
 第３期間Ｐ３の間、第１トランジスタＭ１のゲート電極に初期電源Ｖｉｎｔが印加され
、第１電極に第１データ信号ＤＡＴＡ１が印加されることにより、第１トランジスタＭ１
はオンバイアス（ｏｎ　ｂｉａｓ）状態に初期化される。
【００５８】
 第ｎ走査線を介して供給される第ｎ走査信号は、第２期間Ｐ２中の第４期間Ｐ４の間供
給される。第３トランジスタＭ３－１およびＭ３－２は、第ｎ走査信号に応答してターン
オンされることにより、第４期間Ｐ４の間、第１ノードＮＤ１と第３ノードＮＤ３とが電
気的に接続される。この時、データ線Ｄｍを介して供給される第２データ信号ＤＡＴＡ２
が第１ノードＮＤ１に印加され、ストレージキャパシタＣｓｔは、第１ノードＮＤ１に印
加された電圧に対応する電圧を充電する。
【００５９】
 第ｎ走査信号の供給が中断されると、第１ノードＮＤ１の電圧はブースティングキャパ
シタＣｂによって上昇する。例えば、第１ノードＮＤ１の電圧は第ｎ走査線Ｓｎの電圧変
動量に応じて上昇する。このように、ブースティングキャパシタＣｂは、第１ノードＮＤ
１の電圧を上昇させることにより、データ線Ｄｍの寄生キャパシタなどによって損失した
データ信号の電圧を補償する。
【００６０】
 ストレージキャパシタＣｓｔに第２データ信号ＤＡＴＡ２に対応する大きさの電圧が充
電された後、第ｎ発光制御線Ｅｎを介して第ｎ発光制御信号が供給される。第５トランジ
スタＭ５と第６トランジスタＭ６が第ｎ発光制御信号に応答してターンオンされることに
より、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを介して第２電源ＥＬＶＳＳ
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に電流経路（ｃｕｒｒｅｎｔ　ｐａｔｈ）が形成される。この時、第１トランジスタＭ１
は、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電圧の大きさに対応するように、有機発光
ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。
【００６１】
 前述のように、画素１５０は、第１期間Ｐ１の間、第１トランジスタＭ１の第１電極に
第１データ信号ＤＡＴＡ１を印加し、ゲート電極に初期電源Ｖｉｎｔを印加することによ
り、第１トランジスタＭ１の特性曲線またはしきい電圧を初期化し、第２期間Ｐ２の間、
第２データ信号ＤＡＴＡ２に対応する大きさの電圧をストレージキャパシタＣｓｔに充電
する。これにより、画素部１４０は、前フレーム期間に表示された映像とは関係なく均一
な映像を表示することができる。
【００６２】
 図４は、図２に示された画素に対するシミュレーションの結果を示すグラフである。
【００６３】
 第１曲線２０１は、前フレーム期間に３００［ｃｄ／ｍ２］の輝度で発光し、現フレー
ム期間に２０［ｃｄ／ｍ２］の輝度で発光する場合において、本発明にかかる画素に含ま
れたストレージキャパシタの両端の電圧を示し、第２曲線２０２は、前フレーム期間に０
［ｃｄ／ｍ２］の輝度で発光し、現フレーム期間に２０［ｃｄ／ｍ２］の輝度で発光する
場合において、本発明にかかる画素に含まれたストレージキャパシタの両端の電圧を示す
。
【００６４】
 また、第３曲線２０３は、前フレーム期間に３００［ｃｄ／ｍ２］の輝度で発光し、現
フレーム期間に２０［ｃｄ／ｍ２］の輝度で発光する場合において、従来の画素に含まれ
たストレージキャパシタの両端の電圧を示し、第４曲線２０４は、前フレーム期間に階調
値０［ｃｄ／ｍ２］の輝度で発光し、現フレーム期間に２０［ｃｄ／ｍ２］の輝度で発光
する場合において、従来の画素に含まれたストレージキャパシタＣｓｔの両端の電圧を示
す。
【００６５】
 図４に示されるように、従来の画素では、第３曲線２０３および第４曲線２０４のそれ
ぞれが飽和（ｓａｔｕｒａｔｉｏｎ）、すなわち、安定化された時、第３曲線２０３と第
４曲線２０４との間の差は１．３６［Ｖ］である。反面、本発明にかかる画素では、第１
曲線２０１および第２曲線２０２のそれぞれが飽和した時、第１曲線２０１と第２曲線２
０２との間の差は１．１３［Ｖ］である。すなわち、本発明にかかる画素は、従来の画素
より均一な輝度の光を生成することができる。
【００６６】
 以上、発明の詳細な説明と図面は単に本発明の例示的なものであって、これは単に本発
明を説明するための目的で使われたものであって、意味の限定や特許請求の範囲に記載さ
れた本発明の範囲を制限するために使われたものではない。そのため、以上説明した内容
を通じて、当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更および修正が
可能であることが分かる。したがって、本発明の技術的保護範囲は、明細書の詳細な説明
に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって定められなければ
ならない。
【符号の説明】
【００６７】
 １００；有機電界発光表示装置
 １１０；タイミングコントローラ
 １２０；走査駆動部
 １３０；データ駆動部
 １４０；画素部
 １５０；画素
 １５１；画素回路
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